
 平 成 １ ９ 年 度  第 １ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 資

格 Ａ Ｉ 第 ２ 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １２時４０分 

２  試験科目数別終了時刻 

 科 目 数 １ 科 目 ２ 科 目 ３ 科 目 

 終 了 時 刻 １ ３ 時 ２ ０ 分 １ ４ 時 ０ ０ 分 １ ４ 時 ４ ０ 分

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 

  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ H － １ ～ 5

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ H － 6 ～ 10

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ H － 11 ～ 15

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１H９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 
受　　験　　番　　号
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9             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｈ－1

電気通信技術の基礎

(参考) 試験問題、図中の抵抗器の表記は、旧図記号を用いています。

また、トランジスタについても、旧図記号を用いています。

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１に示す回路において、抵抗Ｒ２の値を変えながら、端子ａ－ｂ間の電圧を測定したと

ころ、Ｒ２が１２０オームのとき４０ボルト、Ｒ２が３００オームのとき６０ボルトであった。

Ｒ２を取り外したときの端子ａ－ｂ間の電圧は、 (ア) ボルトである。ただし、電池の内

部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① １０ ② ５０ ③ ９０ ④ １３０ ⑤ １７０

(２) 図－２に示す回路の力率(抵抗Ｒに流れる電流と全電流Ｉとの比)は、 (イ) である。(５点)

① ０.２ ② ０.４ ③ ０.６ ④ ０.８ ⑤ １.０

(３) 磁気回路において、磁束をΦ、起磁力をＦ、磁気抵抗をＲとすると、これらの間には、

Φ＝ (ウ) の関係がある。 (５点)

Ｒ Ｆ Ｆ Ｒ２① ② ③ ④ ⑤ ＦＲＦ Ｒ Ｒ２ Ｆ

(４) 正弦波交流における電圧の実効値は、最大値の (エ) 倍になる。 (５点)

１ １ ２ １ π① ② ③ ④ ⑤２π ２ π ２ ２

新図記号 旧図記号

Ｅ Ｒ

図－１

　ａ

　ｂ

2

Ｒ１

　　図－２

Ｒ＝５

Ｉ

＝４＝１０ ΩＥ＝８０ Ｖ ΩΩＸＣ ＸＬ



Ｈ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 正孔の数が多いｐ形半導体と、自由電子の数が多いｎ形半導体は、真性半導体に不純物を

入れて作られる。

Ｂ ｎ形半導体に入れる不純物はアクセプタといわれ、ｐ形半導体に入れる不純物はドナーと

いわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図に示すトランジスタ回路において、電源電圧Ｖを９ボルト、ベース抵抗ＲＢを２００キロ

オーム、コレクタ抵抗Ｒｃを１キロオーム、ベース～エミッタ間電圧ＶＢＥを０.６ボルト、電

流増幅率βを１５０とするとき、コレクタ電流Ｉｃは (イ) ミリアンペアとなる。ただし、
ＩＣベース電流をＩＢとし、電流増幅率β＝ とする。 (４点)ＩＢ

① ６.３ ② ７.２ ③ １１.２ ④ １２.８

(３) トランジスタ回路で出力信号を取り出す場合には、バイアス回路への影響がないようにコン

デンサを通して (ウ) のみを取り出す方法がある。 (４点)

① 直流分 ② 交流分 ③ 高調波成分 ④ 漏話信号分

(４) ダイオードの特徴について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 定電圧ダイオードは、逆方向に加えた電圧がある値を超えると急激に電流が増加するツェ

ナー現象を生じ、広い電流範囲で電圧を一定に保つ特性を有する。

Ｂ 可変容量ダイオードは、コンデンサの働きを持つダイオードであり、ｐｎ接合ダイオード

に加える逆バイアス電圧を制御することにより、その容量を変えることができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) トランジスタを用いた増幅回路には、トランジスタの入出力端子の選び方により３種類の接

地方式がある。これらの接地方式のうち、入力電流と出力電流がほぼ等しくなる回路は、

(オ) 接地の増幅回路である。 (４点)

① エミッタ ② ベース ③ コレクタ

ＶＢＥ

ＲＣ

Ｂ

Ｅ

Ｃ Ｖ

ＲＢ

ＩＣＩＢ



Ｈ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１の論理回路において、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係

が表－１の真理値表で示されるとき、表中の出力レベルＷ、Ｘ、Ｙ、Ｚは、それぞれ

(ア) である。 (５点)

① ０、１、０、０ ② ０、１、１、１ ③ １、１、１、０

④ ０、０、１、１ ⑤ ０、０、０、１

図－１

(２) 表－２は、入力論理レベルＡ及びＢと出力論理レベルＣとの関係を示した真理値表である。

この真理値表に相当する論理式Ｃは、 (イ) の式で表すことができる。 (５点)

① Ａ＋Ｂ ② Ａ･(Ｂ＋Ｂ) ③ Ａ＋Ａ･Ｂ

④ Ａ＋Ｂ ⑤ Ａ･(Ａ＋Ｂ) ⑥ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｂ)

(３) 図－２の論理回路は、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係から、

(ウ) の回路に置き換えることができる。 (５点)

① 論理和 ② 否定論理和 ③ 論理積 ④ 否定論理積 ⑤ 否定論理

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) にな

る。 (５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)＋Ｃ･(Ａ＋Ｃ)

① Ａ＋Ｂ･Ｃ ② Ａ･Ｃ ③ Ａ＋Ｂ ④ Ｂ＋Ｃ ⑤ Ａ＋Ｃ

入力ａ

出力ｃ

入力ｂ

図－２

入力論理レベル

出力論理レベル

０

Ｃ

Ｂ

Ａ ０

表－２

０

０

０

１

０

１

１１

１１

０

０

０

０

入 力 出力
ｃ

１

１

１

１

ａ

Ｗ

ｂ

Ｘ

Ｙ

Ｚ

入力 ｂ

入力 ａ
出力ｃ

表－１



Ｈ－4

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図－１において、電気通信回線への入力電圧が１２０ミリボルト、その伝送損失が１キロ

メートル当たり１.０デシベル、増幅器の利得が (ア) デシベルのとき、電圧計の読み

は、１６ミリボルトである。ただし、変成器は理想的なものとし、電気通信回線及び増幅器の

入出力インピーダンスは等しく、各部は整合しているものとする。 (５点)

① １５ ② ２０ ③ ２５ ④ ３０

(２) 無限長の一様線路における入力インピーダンスは、その線路の特性インピーダンス (イ) 。

(５点)

１① の逆数である ② の２倍である ③ の である ④ と等しい２

(３) 図－２に示すアナログ方式の伝送路において、受端のインピーダンスＺに加わる信号電力が

(ウ) ミリワットで、同じ伝送路の無信号時の雑音電力が０.０００４５ミリワットであ

るとき、この伝送路の受端におけるＳＮ比は５０デシベルである。 (５点)

① ３５ ② ４０ ③ ４５ ④ ５０

(４) 伝送系のある箇所における信号電力と基準点における信号電力との比をデシベル表示した値

は、その箇所の (エ) といわれ、通常、単位は、dＢrで表す。 (５点)

① ＳＮ比 ② 相対レベル ③ 絶対レベル ④ ＣＮ比

電圧計発振器 電気通信回線

図－１

増幅器

電気通信回線

巻線比 終端抵抗

変成器

３：４

Ｖ

２０ kｍ ２０ kｍ

信号電力

雑音電力

受端送端

信
号
源

信号時

無信号時

図－２

Ｚ

Ｚ 0.00045

Ｚ０

Ｚ０

mＷ　 

mＷ　 

(ウ

(



Ｈ－5

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 発光素子などについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 発光ダイオードは、ｐｎ接合に順バイアスの電圧を印加することによる光の自然放出現象

を利用している。

Ｂ ｐｎ接合構造を持ち、順バイアスの電圧の印加されたホトダイオードに、光エネルギーを

注入した場合、注入された光エネルギーの大きさにかかわらず、取り出される電気エネルギー

は、一定である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 加算、減算などのデジタル演算によって、アナログ信号から特定の周波数帯域のアナログ信号

を取り出すデジタルフィルタの精度を上げるためには、アナログ信号をデジタル信号に変換す

るときに、 (イ) 必要がある。 (４点)

① リング変調器を通す ② 量子化ステップの幅を小さくする

③ サンプリング周波数を低くする ④ 量子化ステップの幅を大きくする

⑤ 高域フィルタを通す

(３) アナログ伝送路によるデータ伝送では、インパルス雑音や瞬断が (ウ) を発生させる。

(４点)

① レベル変動 ② 量子化雑音 ③ 区切り点 ④ 符号誤り ⑤ 基本雑音

(４) ＰＣＭ伝送方式におけるパルスの (エ) 方式では、一般に、伝送路での雑音やひずみの

累積による増加がないことから、多中継の伝送が可能となる。 (４点)

① 再生中継 ② 線形中継 ③ 同 期 ④ 多重化

(５) 双方向多重伝送方式において上り方向・下り方向の伝送に対して時間差を設けることにより、

光ファイバ１心で双方向伝送を実現する方式は (オ) 方式といわれる。 (４点)

① ＳＤＭ ② ＴＣＭ ③ ＴＤＭ ④ ＷＤＭ ⑤ ＦＤＭ



Ｈ－6

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図は、シンセサイザ方式のＰＢ信号発振回路のブロック図を示したものである。図中の低群

周波数及び高群周波数のパルスは、 (ア) で階段状の疑似正弦波に変換される。 (４点)

① 出力回路 ② キーデコーダ ③ 直・並列変換回路 ④ Ｄ／Ａ変換器

(２) ファクシミリのプロトコルを規定しているＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.３０では、グループ３形機

(Ｇ３形機)の伝送制御手順をＡ～Ｅの五つのフェーズに分けている。このうち、フェーズＥで

は、 (イ) を示すＤＣＮ信号を送信側から送出し、呼の (イ) 手順に移行する。(４点)

① 呼設定 ② メッセージ伝送 ③ メッセージ終了 ④ 切 断

(３) アナログ伝送路に接続するデジタル形ボタン電話装置では、通話路がすべてデジタル化され

ているため、内線音源はアナログ形の電子式ボタン電話装置と異なり、一般に、 (ウ)

により供給される。 (４点)

① オシレータ ② ＣＯＤＥＣ ③ トーンＲＯＭ ④ ＦＤＤ

(４) デジタル式ＰＢＸの数字分析プログラムは、受信した数字に従って、内線間通話、外線発信、

特殊な (エ) などの呼の種類を識別する。 (４点)

① サービス要求 ② リンク情報 ③ 課金情報 ④ データ

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける端末アダプタは、電気／物理インタフェー

ス変換、速度変換、 (オ) 変換などの機能を有している。 (４点)

① 位 相 ② ＴＣＭ ③ プロトコル ④ ＩＰアドレス

出力
回路

Ｄ／Ａ
変換器

直・並列
変換回路

Ｄ／Ａ
変換器

直・並列
変換回路

プログラマブル
分　　周　　器

キーデコーダ

キーデコーダ

プログラマブル
分　　周　　器

低群周波数

高群周波数

マ　ス　タ
オシレータ

ダイヤ ル
スイッ チ

ｽ ｲ ｯ ﾁ
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ
回 路

直　流
レギュレータ

デジタル回路部 アナログ回路部

出
力

水晶振動子



Ｈ－7

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの参照構成において、ユーザ宅内装置と加入者線と

の間に位置し、レイヤ１を終端する機能群は、 (ア) といわれる。 (４点)

① ＮＴ１ ② ＮＴ２ ③ ＴＡ ④ ＴＥ１ ⑤ ＴＥ２

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、Ｂチャネルを使用する通信について述べた

次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ Ｂチャネルを使用するときは、複数の端末間でＢチャネルへのアクセス競合が発生するの

でＢチャネル競合制御手順に従って、アクセス権を獲得しなければならない。

Ｂ Ｂチャネルでは、回線交換、パケット交換などの通信モードにより、ユーザ情報を転送す

ることができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでは、ＮＴからＴＥ及びＴＥからＮＴへ伝送され

る４８ビット長のフレームは、 (ウ) マイクロ秒の周期で繰り返し伝送される。 (４点)

① ６４ ② １２５ ③ １２８ ④ １４４ ⑤ ２５０

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるレイヤ２では、宅内配線に接続されている

一つ又は複数の端末を識別するために、ＴＥＩ(端末終端点識別子)が用いられる。また、Ｄチ

ャネル上を転送される情報が呼制御信号であるか、パケット情報であるかを識別するために、

(エ) が用いられる。 (４点)

① ＦＣＳ ② ＳＡＰＩ ③ ＬＡＰＢ ④ ＬＡＰＤ

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、Ｂチャネルを使用してパケット通信を行

う場合、パケット通信手順に入る前に、まず、発信側の端末が、Ｄチャネル上で (オ) モ

ードの発呼手順を用いて、Ｂチャネルでパケット通信を行うことを指定する必要がある。(４点)

① 回線交換 ② ＴＣＰ ③ ＩＰ ④ パケット交換 ⑤ ＬＡＮ

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ある回線群において、２０分間に運ばれた呼数が２４０呼、その平均回線保留時間が１００

秒であった。この回線群で運ばれた呼量は、 (ア) アーランである。 (４点)

① ７.２ ② ８.３ ③ ２０.０ ④ ４８.０

(２) 即時式完全線群において、出線数をｎ、運ばれた呼量をａアーラン、出線能率をηパーセン

トとすると、η＝ (イ) の式で表される。 (４点)

ｎ １００ ｎ×ａ ａ① ×１００ ② ③ ④ ×１００ａ ｎ×ａ １００ ｎ
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(３) ３５回線の回線群について、３０分間における使用状況を調査したところ、表に示す結果が

得られた。この時間にこの回線群で運ばれた呼量は、 (ウ) アーランとみなすことができ

る。 (４点)

① ５.２ ② １３.４ ③ １５.６ ④ １８.２ ⑤ ３１.２

調 査 時 刻 9:00 9:03 9:06 9:09 9:12 9:15 9:18 9:21 9:24 9:27

使用回線数 １７ １５ １９ １７ １６ １６ １９ １０ １２ １５

(４) ネットワークを通じてサーバに連続してアクセスする (エ) は、セキュリティホールを

探すことなどに利用される。 (４点)

① フィッシング ② ポートスキャン

③ セッションハイジャック ④ アドレススキャン

(５) デジタル署名は、送信者の否認防止、送信者の (オ) の確認、通信メッセージに対する

改ざんの検出などを行う。 (４点)

① 秘密性 ② パスワード ③ ポート番号 ④ 本人性

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アクセス系設備の架空メタリック平衡対ケーブルにおいて、アルミニウムなどで被覆した外

被構造のケーブルを用いた通信線は、電力線と近接している場合、 (ア) により、電力線

から通信線へ電流が誘起されることを防ぐ機能がある。 (４点)

① アース ② 放電特性 ③ 遮へい効果 ④ 表皮作用 ⑤ 周波数特性

(２) 屋内線を家屋の壁などを貫通させる箇所で用いられる硬質ビニル管の両端には、屋内線に損

傷を与えないように、一般に、 (イ) を取り付ける。 (４点)

① つば ② フリーレット ③ テレフレキ

④ エフモール ⑤ ワイヤプロテクタ

(３) 屋内配線工事において、配線ルート上に屋内強電流電線(３００ボルト以下)がある場合の施

工方法について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 屋内線と屋内強電流電線との離隔距離は、少なくとも１００センチメートル以上を確保す

る必要がある。

Ｂ 屋内線と屋内強電流電線との離隔距離が確保できない場合は、屋内線と屋内強電流電線と

の間に絶縁性の隔壁を設置するなどの措置が必要である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(４) フリーアクセス(簡易二重床)方式を用いたボタン電話装置の屋内配線工事について述べた次

の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 床のスラブなどの上に足付きのパネルを詰めて二重床構造とすることにより、その床のす

き間を使って配線が行われる。

Ｂ 二重床の支柱部分において、ケーブルの移動による異常な曲げ、キンクなどが発生しやす

いため、保護管を固定するなどしてケーブルに無理な圧力や張力が加わらないようにするこ

とが望ましい。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電子式ボタン電話装置の設置工事終了後に行う機能確認試験のうち、 (オ) 機能の試験

では、内線電話機Ａが他の内線又は外線と通話中に、内線電話機Ｂより内線電話機Ａへ内線発

信を行い、機能ボタンを押下若しくは特番をダイヤルすることにより三者が通話できることを

確認する。 (４点)

① 回線再捕捉 ② コールピックアップ ③ 内線キャンプオン

④ ページング ⑤ 通話割込み

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) デジタル式ＰＢＸの設備工事時において設定される、内線電話機や設備トランクなどの収容

位置などに関する設置データは、一般に、 (ア) データといわれる。 (４点)

① ＡＣＤ ② 試 験 ③ 一般サービス ④ 端 末

(２) デジタル式ＰＢＸの工事試験のうち (イ) 試験では、内線番号を途中までダイヤルして

一定時間以上放置したときに、ＰＢＸから話中音の送出が正常に行われることなどを確認する。

(４点)

① ロックアウト ② ハンドオーバ(ハンドオフ)

③ ページング ④ コールピックアップ

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ＮＴとＴＥが (ウ) 配線構成で接続

される場合、１対のインタフェース線における２線間の極性は、反転しても良いとされる。(４点)

① ポイント・ツー・ポイント ② ループ形

③ ポイント・ツー・マルチポイント ④ 短距離受動バス

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、バス配線の最終端には、ＴＡ－ＴＢ間、

ＲＡ－ＲＢ間にそれぞれ (エ) オームの終端抵抗が接続された終端抵抗付きモジュラジャ

ックなどが使用される。 (４点)

① ５０ ② ７５ ③ １００ ④ １５０



Ｈ－10

(５) 工程管理に用いるツールの一つであるアローダイアグラムの特徴について述べた次の記述の

うち、正しいものは、 (オ) である。 (４点)

① 作業順序が複雑なため、工事担当者間で細部にわたっての具体的な情報伝達が

難しい。

② 一つの作業の遅れが、工期全体にどのように影響してくるかを把握することが

できる。

③ 計画段階でクリティカルパスが分かるため、工程管理は、このパスのみを重点

管理すれば良い。

④ 各作業の出来高の進捗状況、連係関係が不明確で、工程の全体が分かりにくい。
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣及

び｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法は、電気通信事業の公共性にかんがみ、その運営を適正かつ合理的なものと

するとともに、その公正な競争を促進することにより、電気通信役務の円滑な提供を確保する

とともに (ア) し、もって電気通信の健全な発達及び国民の利便の確保を図り、公共の福

祉を増進することを目的とする。 (４点)

① 電気通信事業者間の格差を是正

② その利用者の利益を保護

③ 電気通信事業の秩序を確保

(２) 用語について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 電気通信業務とは、電気通信設備を総務省令で定める技術基準に適合するように維持する

ことをいう。

Ｂ 電気通信役務とは、電気通信設備を用いて他人の通信を媒介し、その他電気通信設備を他

人の通信の用に供することをいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 次の文章のうち、正しいものは、 (ウ) である｡ (４点)

① 総務大臣は、電気通信事業者の業務の方法に関し通信の秘密の確保に支障があると

認めるときは、電気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利益を確保するため

に必要な限度において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ずること

ができる。

② 電気通信事業を営もうとする者は、総務大臣の許可を受けなければならない。ただ

し、その者の設置する電気通信回線設備の規模及び電気通信役務の種類が総務大臣が

告示で定める基準を超えない場合は、この限りでない。

③ 重要通信を優先的に取り扱わなければならない場合において、電気通信事業者は、

必要があるときは、総務省令で定める基準に従い、電気通信業務の全部を停止するこ

とができる。

(４) 端末設備について述べた次の文章のうち、A、Bの下線部分は、 (エ) 。 (４点)

端末設備とは、電気通信回線設備の一端に接続される電気通信設備であって、A一の部分

の設置の場所が他の部分の設置の場所と同一の構内(これに準ずる区域内を含む。)又はB同

一の建物内であるものをいう。

① Aのみ正しい ② Bのみ正しい ③ AもBも正しい ④ AもBも正しくない

(５) 専用役務とは、 (オ) に電気通信設備を専用させる電気通信役務をいう。 (４点)

① 特定の者 ② 不特定多数の者 ③ 専ら電気通信事業者
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣(これに基づく告示を含む。)及び｢有線電気通信

法｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＡＩ第２種の資格者証を交付された工事担任者の工事の範囲について述べた次の文章のうち、

A、Bの下線部分は、 (ア) 。 (４点)

ＡＩ第２種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事であっ

て、端末設備等に収容されるA電気通信回線の数が５０以下で、かつ、内線の数が２００以

下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。また、総合デジタル通信用設備に

端末設備等を接続するための工事にあっては、B総合デジタル通信回線の数が毎秒１９２キ

ロビット換算で５０以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。

① Aのみ正しい ② Bのみ正しい ③ AもBも正しい ④ AもBも正しくない

(２) 工事担任者が、その資格者証の再交付を受けられる場合について述べた次の文章のうち、

正しいものは、 (イ) である。 (４点)

① 工事担任者の住所に変更を生じた場合

② 工事担任者の氏名に変更を生じた場合

③ 工事担任者資格者証が破れた場合

(３) 電話用設備に接続される端末機器のうち、技術基準適合認定の対象となるものとして挙げた

次の二つの機器は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 音声蓄積装置

Ｂ ボタン電話装置

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 有線電気通信設備とは、有線電気通信を行うための機械、器具、線路その他の (エ)

(無線通信用の有線連絡線を含む。)をいう。 (４点)

① 屋外設備 ② 電気的設備 ③ 附属設備 ④ 固定的設備

(５) 有線電気通信設備が他人の設置する有線電気通信設備に (オ) を与えないようにするこ

とは、政令で定める有線電気通信設備の技術基準で確保すべき事項である。 (４点)

① 影 響 ② 危 険 ③ 損 失 ④ 妨 害

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ アナログ電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備を接続す

る点においてアナログ信号を入出力とするものをいう。

Ｂ 移動電話端末とは、端末設備であって、移動電話用設備に接続されるものをいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(２) 用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (イ) である。 (４点)

① 絶対レベルとは、一の有効電力の１ミリワットに対する比をデシベルで表した

ものをいう。

② 通話チャネルとは、移動電話用設備と移動電話端末の間に設定され、主として

音声の伝送に使用する通信路をいう。

③ 制御チャネルとは、無線呼出用設備と無線呼出端末の間に設定され、主として

制御信号の伝送に使用する通信路をいう。

(３) 端末設備を構成する一の部分と他の部分相互間において電波を使用する端末設備は、総務大

臣が別に告示する条件に適合する (ウ) を有するものでなければならない。 (４点)

① 電源設備 ② 標識信号 ③ 空中線設備 ④ 識別符号

(４) 端末設備の安全性等について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (エ) である。

(４点)

① 端末設備は、自営電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する

機能を有してはならない。

② 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音(電気的又は音響的結合により

生ずる発振状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示

する条件を満たすものでなければならない。

③ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な音響衝撃が発生する

ことを防止する機能を備えなければならない。

(５) 利用者が端末設備を事業用電気通信設備に接続する際に使用する配線設備等(線路及び保安

器その他の機器をいう。)の電線相互間及び (オ) の絶縁抵抗は、直流２００ボルト以上

の一の電圧で測定した値で１メガオーム以上でなければならない。 (４点)

① 保安器と電源回路間 ② 電線と電源回路間

③ 電源回路と筐体間 ④ 電線と大地間
きょう

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 総合デジタル通信端末の基本的機能及び電気的条件等について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 発信又は応答を行う場合にあっては、発呼要求パケットを送出するものでなけれ

ばならない。ただし、総務大臣が別に告示する場合は、この限りでない。

② 総合デジタル通信端末は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び光学的条件の

いずれかの条件に適合するものでなければならない。

③ 総合デジタル通信端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであっ

てはならない。
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(２) アナログ電話端末の基本的機能及び直流回路の電気的条件等について述べた次の二つの文章

は、 (イ) 。 (４点)

Ａ アナログ電話端末の直流回路は、発信又は応答を行うときに開き、通信が終了したとき閉

じるものでなければならない。

Ｂ 直流回路を閉じているときのアナログ電話端末のダイヤルパルスによる選択信号送出時に

おける直流回路の静電容量は、３マイクロファラド以下でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) アナログ電話端末は、発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあ

っては、 (ウ) からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後２分以内に直流回路を

開くものでなければならない。 (４点)

① 自営電気通信設備 ② 電気通信回線

③ 信号受信表示装置 ④ 相手端末設備

(４) 次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ アナログ電話端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであってはならない。

Ｂ 複数の電気通信回線と接続されるアナログ電話端末の回線相互間の漏話減衰量は、

１,５００ヘルツにおいて７０デシベル未満でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 移動電話端末は基本的機能として、応答を行う場合にあっては、 (オ) する信号を送出

する機能を備えなければならない。 (４点)

① チャネルを確認 ② チャネルを要求 ③ 応答を要求 ④ 応答を確認

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣及び｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① ケーブルとは、光ファイバ並びに光ファイバ以外の絶縁物及び保護物で被覆されて

いる電線をいう。

② 強電流電線とは、強電流電気の伝送を行うための導体のほか、つり線、支線、電柱

などの工作物を含めたものをいう。

③ 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれを支持し、

又は保蔵するための工作物をいい、中継器などを含まない。

(２) 架空電線について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 架空電線の支持物には、取扱者が昇降に使用する足場金具等を地表上１メートル未満の高

さに取り付けてはならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

Ｂ 架空電線は、総務省令で定めるところによらなければ、架空強電流電線と同一の支持物に

架設してはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) 強電流裸電線とは、 (ウ) 強電流電線をいう。 (４点)

① 絶縁物で被覆されていない

② 保護物で被覆されていない

③ 絶縁物のみで被覆されている

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律に規定する事項について述べた次の文章のうち、A、

Bの下線部分は、 (エ) ｡ (４点)

不正アクセス行為の禁止等に関する法律において、アクセス制御機能を有する特定電子計

算機に電気通信回線を通じてA当該アクセス制御機能に係る他人の識別符号を入力して当該

特定電子計算機を作動させ、B当該アクセス制御機能により制限されている特定利用をし得

る状態にさせる行為(当該アクセス制御機能を付加したアクセス管理者がするもの及び当該

アクセス管理者又は当該識別符号に係る利用権者の承諾を得てするものを除く。)は、不正

アクセス行為に該当する。

① Aのみ正しい ② Bのみ正しい ③ AもBも正しい ④ AもBも正しくない

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において、電磁的記録とは、電子的方式、磁気的方式そ

の他人の知覚によっては (オ) することができない方式で作られる記録であって、電子計

算機による情報処理の用に供されるものをいう。 (４点)

① 署 名 ② 漏えい ③ 改 変 ④ 認 識


